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はじめに
　多摩水道橋は、東京都と川崎市を結ぶ都道世田谷

町田線（世田谷通り）が多摩川を渡る橋梁で、水道

管（１,８００㎜）も設置されており、それが名前の由来

となっている。

　多摩川中流部は、周辺の市街化に比べ橋梁数、車

線数ともに不足しており、橋周辺の交通渋滞が慢性

化していた。このため、東京都では、多摩川中流部

橋梁架橋計画を策定し、橋梁新設と既存橋梁の拡幅・

架け替えを進めている。多摩水道橋は、２車線を４

車線へ拡幅・架け替えを行う既設橋梁として位置付

けられており、川崎市と共同で整備を行った。

事業の概要
　橋　　　　長：３５８.８ｍ

　支　　間　　長：９６.１５ｍ＋１６１.５０ｍ＋９９.９５ｍ

　橋　　の　　形　　式：３径間連続鋼ローゼ桁橋

　事業実施期間：平成元年１１月～平成１３年５月

　事　　業　　費：約９２億円

事業の特徴
　橋梁形式は、３径間連続鋼ローゼ桁橋を採用し、

アーチの曲線を側径間へなだらかにすりつけ、東京

への入り口を意識しながら、広い川面をひと跨ぎす

るようなデザインとして決定した。これにより、東

京で最もスパンの長いアーチ橋が誕生した。

　施工方法は、既設橋に近接して水道管を収めた２

車線の橋梁を架設し、交通切替後、旧橋を撤去して、

そこに２車線の新橋を架設するもので、すべて近接

工事であり、十分な施工管理が必要であった。

　新橋に近接した旧橋脚の撤去では、大口径ケーシ

ング回転掘削工法を採用し、計測管理しながら万全

の施工を行った。

　橋脚基礎は、近接橋梁との離隔が少ないため、ニ

ューマチックケーソン工法を採用し、姿勢制御に神

　

経を使いながら施工した。

　桁架設では、１渇水期施工を目標に、河川管理者

等と調整を図り、河川内作業方法の再検討を行った。

高水敷に現場作業ヤードを設け、地組み用大型テン

トや架設用仮桟橋を設置するなど工夫して、１渇水

期で無事架設を完了させた。完成が１年早まったこ

とにより、コスト縮減に大いに効果があった。

　多摩水道橋の完成により、新設３橋と合わせて４

橋が完成し、多摩川中流部の橋梁は、整備事業着手

前の昭和５５年当時に比べ、車線数は２倍強となり、

本橋の交通渋滞解消はもちろんのこと、多摩川中流

部全体での交通渋滞は一段と緩和された。

　開通式典当日には、開通を待ち望んでいた地元市

の人たちがイベントを開催し、橋上及び橋周辺は

３６,０００人の人たちで終日賑わった。今後も、多くの

人に末永く親しまれていくものと考える。
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多摩水道橋整備着手前（昭和６３年６月）

多摩水道橋整備完了後（平成１３年６月）


